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研究成果の概要（和文）：本研究では、20世紀前半のデザイン・工芸をめぐる日本と東アジア（中国、台湾、韓
国）における交流の軌跡を追跡し、日本という枠組みを超えた東アジアデザイン史の構築の可能性を探った。
日本が東アジア圏へと版図を拡大した20世紀前半、日本という枠組みを超えて行われた調査、発掘、展覧会、博
覧会、教育機関など（具体的には、古陶磁の研究と収集、満鉄の中央試験所、楽浪遺跡などの発掘、朝鮮博覧
会、台湾博覧会、朝鮮美術展、北京生活学校などを取り上げた）を通じて行われたヒトとモノの交流について追
跡した。

研究成果の概要（英文）：This research groped for the possibility of building East-Asian design 
history through tracking footsteps of mingling design and craft in Japan, China, Taiwan and Korea in
 the first half of the 20th century.
We traced back people and material exchange within Eastern Asia through focusing on academic 
research, excavation, exposition, educational institutions (research and collection of ancient 
oriental ceramics, Central Research Laboratory of the South Manchuria Railway Company, excavation of
 Le-lang, Choseon Exposition, Taiwan Exposition, Choseon Art Exhibition, Jiyu Gakuen Beijing School
…).

研究分野：工芸史、デザイン史

キーワード： デザイン史　工芸史　東アジア　植民地　博覧会　発掘　収集
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１．研究開始当初の背景 
本申請の研究代表者（木田拓也）と分担者
（井口壽乃、菅靖子）のグループは、デザイ
ン史の分野に「東アジア」という新しい枠組
みを作りだすことを目標に掲げ、「東アジア
地域のデザインにみる交流に関する歴史的
研究：中国・台湾・韓国・日本」（挑戦的萌
芽研究、H23～25）というテーマで、東アジ
アにおけるデザインに関する調査研究に過
去三年間取り組んできた。研究代表者が企画
した「越境する日本人：工芸家が夢みたアジ
ア 1910s－1945」展（平成 24 年、東京国立
近代美術館工芸館）はその成果を反映するも
のだが、その他の個別研究としては、例えば、
朝鮮や台湾における博覧会（井口）、中国北
京における自由学園による工芸教育（菅）、
朝鮮総督府主導で行われた朝鮮美術展の工
芸部（木田）、中国・朝鮮を旅行した工芸家
（木田）などをテーマとして取り上げ、
1910~40 年代における日本と東アジアの工
芸とデザインをめぐる交流を追跡してきた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、20世紀前半の東アジア圏（日本、
台湾、韓国、中国）におけるデザインおよび
工芸を通じた交流を明らかにすることを目
的とする。20世紀前半の東アジアにおいては、
日本の版図拡大に伴い、留学、調査旅行、発
掘、博覧会、教育研究機関などを通じたヒト
の交流、そして、コレクション、展覧会、売
立、百貨店などを通じたモノの交流が東アジ
ア圏内において、日本を基軸として活発に行
われていた。本研究では、20世紀前半の東ア
ジア圏におけるデザイン・工芸をめぐるさま
ざまなレベルの交流を通じて、東アジアにお
ける工芸、デザインの近代化の軌跡を追跡し、
東アジア・デザイン史の構築に向けた基本的
な枠組みを提示することをめざした。 
 
３．研究の方法 
本研究では、韓国、台湾、中国にて調査を
行うとともに、研究会や国際会議への参加を
通じて研究発表を行い、韓国、台湾、中国の
デザイン史研究者とのネットワークの構築、
および、意見交換を行った。 
1 年目の平成 26 年 4月、井口は台湾で調査
を行った。さらに、同年 5月、井口は大阪の
博覧会アーカイブで資料調査を行った。平成
26 年 5月には、木田がセインズベリー日本芸
術研究所にて開催された国際研究会
Ceramics, Art, and Cultural Production in 
Modern Japan にて研究発表を行った。また同
月、ロンドンのデザイン・ミュージアムで開
催 さ れ た 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 1920-45 
Inter-Asia Design Assimilation: 
Translations, Differentiations and 
Transmission に本研究メンバー3 名（木田、
井口、菅）が参加した。同年 11 月には中国
社会科学院および清華大学において国際シ
ンポジウム「近代日本美術史と近代中国」が

行われ、木田が参加した。さらに、平成 27
年 3 月にアメリカのシカゴで開催された
Association for Asian Studies(AAS)の年次
大会において木田がパネル発表を行った。 
2 年目の平成 27 年 8月、アメリカのマサチ
ューセッツ大学アマースト校のクリスティ
ーヌ・ホ氏を迎えて戦前期に日本に留学した
中国人図案家を通じて日中間の図案研究に
ついての研究会を行った。同年 10 月、木田
は韓国国際交流財団主催の「博物館学芸員ワ
ークショップ」に参加し、研究発表を行った。
同年 11 月、菅はブライトン大学（イギリス）
の国際シンポジウム Internationalising 
Design History にて研究発表を行った。平成
28 年 1 月、木田は展覧会「ようこそ日本へ：
1920₋30 年代のツーリズムとデザイン」を企
画し展覧会カタログを編集執筆した。井口は
台湾において、日本統治時代の台湾航路に関
する資料調査を行った。平成 28 年 3 月、木
田は大連と旅順にて調査を行った。 
3 年目の平成 28 年 6月、木田は同志社大学
で開催された国際会議 AAS-in Asia にて研究
発表を行い、12 月にはデザイン史学研究会で
も研究発表を行った。また、10 月、台北の国
立 台 湾 科 技 大 学 を 会 場 に Making 
Trans/National Contemporary Design 
Historyというテーマを掲げて第10回国際デ
ザイン史学会議（ICDHS）が開催され、本研
究メンバー3 名は、パネル・セッション「東
アジアの植民地のモダニティ 1910s-1945:ビ
ジュアル・デザイン、ファッション、工芸」
（ East Asian Colonial Modernity 
19102-1945: Visual Design, Fashion and 
Craft）を行った。 
 
４．研究成果 
日本が東アジア圏へと版図を拡大した 20
世紀前半、日本という枠組みを超えて行われ
た調査、発掘、展覧会、博覧会、教育機関な
ど（具体的には、古陶磁の研究と収集、満鉄
の中央試験所、楽浪遺跡などの発掘、朝鮮博
覧会、台湾博覧会、朝鮮美術展、北京生活学
校などを取り上げた）を通じて行われたヒト
とモノの交流など、本研究グループのメンバ
ーそれぞれの専門と関心に基づいていくつ
かの事例を取り上げ、個別研究を進めたが、
研究会や国際シンポジウム、また国際学会な
どで共通のパネルを組むという形で展開す
ることができた。 
なお、本研究では、20 世紀前半のデザイ
ン・工芸をめぐる日本と東アジア（中国、台
湾、朝鮮）における交流の軌跡を追跡し、日
本という枠組みを超えた東アジア・デザイン
史の構築の可能性を探ったが、国際シンポジ
ウムや国際学会などへの参加を通じ、同じよ
うな課題に取り組んでいるイギリス、アメリ
カ、韓国、台湾などの研究者との交流が生ま
れた。 
なお、本研究を通じての研究発表について
は、以下の「5．主な発表論文等」記載の雑



誌論文や学会発表があるほか、本研究の参加
メンバー3人の論考が、2018 年に英文で刊行
される予定の「東アジア・デザイン史学論選
集」（仮題）に収録される。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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